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市

民

が

安

心

で
き

る

住

環

境

の
整

備

を

高齢独居でも、障がいがあつても安心の住環境を!

グ

ル
ー
プ

の
整
備
促
進
が

先
行
事
例
を
調

新
た
な
高
齢
者

の
地
域

生
活
支
援

の
在
り
方
を

６
月

４

・
５
日

の
２
日

間
、
第

２
回
定

例
議
会

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
、

く
ま
が

い
桂

子
市

議

の
夜

間
議
会

で

の
質

疑

の
概

要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆

　

　

　

　

◆

　

　

　

　

◆

固
Ｍ
Ｈ
Ш
　
高

齢

化

率

４８
％
、
世
帯

の
三
分

の

一
が
高
齢
者
独
居

の
夕

張
市
に
お
い
て
、
高
齢

者

の
安
心
で
き
る
専
用

住
宅
な
ど
は
す

べ
て
満

室
状
態
。
住
環
境

の
整

備
に

つ
い
て
、
現
状
と

課
題
、
今
後

の
政
策
は

囚
□
円
Ш
　
合
計
で
７
種

類

１３

か
所

の
施

設

や

住
宅
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
も
整
え
て
お
り
、　
一

定
程
度

ニ
ー
ズ
に
お
応

え

し

て

い
る
。

今

後

も

改

善

し

て

い
き

た

い
。

固
同

‐２‐
一　
障
が

い
を

持

っ
た
方
た
ち

の
住

環
境
整
備

の
た
め
、

グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

建
設
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
先
進
事
例

を
て
い
ね

い
に
調
査

し
た
う
え
で
、
ビ
ジ

ヨ
ン
を
確
立
し
、
具

体
的
な
計
画
を
持

つ

事
業
所
な
ど
と
協
同

し
て
実
現
に
動
き
出

す

べ
き
で
は
な

い
か
。

日

□

ホ
ー

ム

必
要
。

な
ど
障
害
領
域
に
従
事

す
る
専
門
家
と
が
、
共

生
型

の
支
援
体
制
を

つ

く
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
構
築
し
、
障
が

い
分
野
の
柔
軟
な
制
度

施
行
と
介
護

の
専
門
家

に
よ
る
ケ
ア
の
ア
プ

ロ

ー
チ
を
融
合
さ
せ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が

い
者
等
縦
割
り
横
切

り
に
し
た
事
業
展
開
で

は
な
く
、
小
規
模
な
町

で
は
共
生
型
事
業
が
有

効
で
あ
る
こ
と
や
、
地

域
住
民

の
中
で
支
え
る

人

・
支
え
ら
れ
る
人
を

区
別
な
く

一
住
民
と
し

て
役
割
を
担

っ
て
い
く
、

又
、
高
齢
者
や
障
が

い

者

な

ど

従

来

的

に

は

「
支
え
ら
れ
る
」
人
た

ち

の
就

労

を

支

援

し

『
誰
か
の
役
に
立

つ
』

生
き
が

い
を
生
み
出
す

こ
と
、
そ
し
て
地
域
を

支
え
る
人
材
を
生
み
出

す

こ
と
―
と
提
案
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
先

進
事
例
を
よ
く
調
査
し
、

人

口
減
少

・
少
子
高
齢

化
の
夕
張
市
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
障
が

い

が
あ

っ
て
も
、
独
居
高

齢
者

で
も
、
だ
れ
も
が

住
み
や
す

い
モ
デ

ル
的

な
住
環
境

の
ま
ち
に
な

れ
る
よ
う
期
待
し
た

い

が
、
市
長

の
考
え
は
。

にどうぞ～

咽̈判相合】囃肺櫂
・‐こ呻

）牌行部が徴訛費」
鋼

る
。

こ
の
よ
う
な
強

み

絡

を
行
政
と
し
て
も
サ
ポ
礎

―
卜
・
充
実
し
て
い
く
知

こ
と
が
極
め
て
重
要
。　
恙

梢
劉
副
邦
に
い
デ
囃
）
維

知
識
を
深
め
た
中
で
、　
申

住
環
境
の
充
実
に
取
り
難

組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
誅★

査
し
、
具
体
的
な
計
画

を
持

つ
計
画
の
着
実
な

推
進
を
図

っ

て

い
き
た

い
。

別

町

で

は

「
当
別
式
共

生
型

の
ま
ち

づ
く
り
」
と

テ
ー

マ
に
、
行
政

の
社

会
福
祉
部
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職

員
な
ど
、
介
護
領
域
に

従
事
す
る
専
門
家
と
、

障
が

い
者
相
談
支
援
、

就
労
支
援
事
業
所
職
員

―初めて2日間、議会傍聴に行つてきました―

初日の午前中、行政報告には 31名 が、午後の一

般質問には 11名 が傍聴 しました

2日 目の夜間議会には、38名 が傍聴 し市民の議

会への関心の高さがうかがわれました。

市長執行方針の 5つの挑戦 (住 宅 。医療 。交通・

子育て 。資源)を うけ、議長を除<8名の議員全員

が、一般質問に立ちました。

市長選・市議選ともに無投票で決まつた初めての

議会で したが、財政破たんから9年 目を迎えようと

しています。

住民自治の発展の観点からは、投票して市長・議

員を選出することが大切です。

今回は残念ながら、投票はありませんで したが、

市民は無条件で承認 したわけではありません。

行政も議会も市民生活の向上を真剣に考えて仕

事をしているのかを、私たちはしつかり見ていく必

要があると感 じました。(傍 聴手記・ y)
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颯
露
踊

６
月

１４
日
、
沼
ノ
沢

地

域

に

お

い

て

２
回

目
の
「戦
争
立
法
」
反
対

の
い

っ
せ
い
行
動
が
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

５
月
末
か
ら
国
会
に

お
い
て
衆
院
安
保
法
制

特
別
委
員
会
が
始
ま
り

討
論
を
重
ね
る
ご
と
に

憲
法
違
反
の
正
体
が
あ

ぶ
り
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。く

ま
が

い
桂
子
市
議

は
こ
の
法
案

の
危
険
性

を
訴
え
、
沼
ノ
沢
地
域

の

五

ヶ

所

で
街

頭

宣

伝
を
行

い
ま
し
た
。

共
産
党
夕
張
後
援
会

も
同
地
域

の
住
宅
を
訪

問
し
、
国
会
請
願
署
名

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

署
名
し
た
人
の
中
に

は

「
孫
娘

の
婿
さ
ん
が

自
衛
隊
員
な

の
で
、

こ

の
法
律
が
出
来
た
ら
大

変
だ
、
心
配
し
て
い
る
」

と
話
す
高
齢

の
夫
婦
も

い
ま
し
た
。

夕張歴史散歩(28)

くずさんの

片

山

来

夕

１
９
０
３
年

（
明
治

３６
年
）

ｎ
月

４

夕
張
駅
に

一
人

の
長
身

の
男
が
降
り
立
ち

ま
す
。

当
時
、
社
会
主
義
運
動

・
労
働
運
動

で

注
目
を
集
め
て
い
た

「
片
山
潜
」
そ

の
人
で

し
た
。
そ
の
頃
、
片
山
潜

は
、
改
良
主
義
か

ら
脱
皮

し

つ
つ
労
働
組
合

の
組
織

を
訴
え

全
国
を
遊
説
し
て
い
ま
し
た
。
明
治

３２
年

の
第

１
回
に
次

い
で
２
回
目

の
東
北

・
北
海

道
遊
説

の
旅

の
途
上

で
し
た
。

口
館
～
室
蘭
、
追
分
を
経

て
、
よ
う
や
く

夕
張
に
着

い
た

の
で
し
た
。

労
働
至
誠
会
の
方
向
を
決
定
づ
け
る

彼
は
、
南
助
松
は
じ
め
至
誠
会

の
高
張
提
灯
を
か
ざ
す
面
々
に
迎
え
ら
れ
、

市
街
地
３
区

（今

の
本
町
１
丁
目
）
、
真
宗
本
願
寺
派
万
行
寺
付
近

（
の
ち
に

演
芸
場
が
建

っ
た
辺
り
）
で
、
借
家
住
ま

い
の
永
岡
鶴
蔵
宅
に
旅
装
を
解
き

ま
す
。

片
山
を
迎
え
て
南
ら
は
社
会
主
義
講
演
会
を
開
催
、
ま
た
全
国

の
社
会
主

義
運
動
や
労
働
運
動

の
状
況
を
聞
き
学
び
ま
す
。
片
山
も
ま
た
、
鉱
山
坑
夫

の
生

の
現
実
を
知
ら
さ
れ
教
え
ら
れ
ま
す
。

三
日
間
に
及
ぶ
こ
の
夕
張
討
議
は
、
片
山
を
中
心
に
坑
夫

の
組
織
化
や
労

働
運
動

の
す
す
め
方
な
ど
を
熱
心
に
論
議
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
南
助
松

・

永
岡
鶴
蔵

・
高
木
孤
舟

・
高
橋
信
二

（俊
六
、
螺
仙
と
も
称
す
）
な
ど
労
働

至
誠
会
の
会
員
た
ち
で
し
た
。

彼
ら
に
よ
る
有
意
義
な
討
議
は
、
混
迷
を

つ
づ
け
た
労
働
至
誠
会
に
す
す

む
べ
き
方
向
を
定
め
、
勇
気
と
確
信
を
与
え
ま
し
た
。

北
海
道
の
花
な
り

こ
の
夕
張
滞
在

の
三
日
間
で
片
山
潜
は

『
過
去
七
年
間

の
労
働
運
動
を
為

す
も
、
今
度

の
如
く
愉
快
な
る
時
を
過
ご
し
た
る
こ
と
な
し
。
夕
張

の
諸
有

志
家
は
実
に
北
海
道

の
花
な
り
』
貧
労
働
世
界
」
明
治

３６
年

■
月

１８
日
号
）

と
感
激

の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
有
名
な

一
節
は
、
夕
張

の
労
働
運

動
の
伝
統
を
明
ら
か
に
物
語

っ
て
い
ま
す
。

燿

不

口 |・

は
た
や
ま

十
七

こ
ん
な

尽
を
許
せ
る
か
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